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目的・趣旨  

原虫を含むベクター媒介性住血性病原体は感染動物に消耗性慢性

疾患を引き起こし，世界中で畜産界に多大な被害を与えている。現在

のところ，そのほとんどが有効な治療薬やワクチンがない。また，十

分な診断技術が世界に普及しておらず，その蔓延実態が不明な国は多

い。本研究では，我々が確立した手法を用いて，フィリピン，とくに

セブ島を中心とする家畜動物における住血性病原体（バベシア，タイ

レリア，トリパノソーマおよびアナプラズマ）の分子疫学調査を実施

する。  

研究経過の  
概要  

カウンターパートである Leyte State University の Dr, Ybanez AP

（2013 年 3 月岐阜連大にて博士（獣医学）取得）が勤務するフィリ

ピンセブ島を中心に調査を実施した。研究に必要なセブ島の牛末梢血

検体は，放牧牛を中心に 2013 年の研究開始までに約 1000 検体を準備

していた。これらのサンプルについて，以下の要領で研究を実施した。

①ＤＮＡサンプルの分類と濃度測定，②ＰＣＲ法により原虫（バベシ

ア，タイレリア，トリパノソーマ）およびアナプラズマの遺伝子検出。

③住血性病原体の遺伝子解析を行い，結果を総括。 
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研究成果の

概要  

まず，セブ島 9 地域の牛末梢血 408 検体について，特異的ＰＣＲ

により各種住血性病原体の検出を行った。Anaplasma spp., Babesia 

bigemina, Babesia bovis, Trypanosoma theileri，それぞれについ

て 54.7，15.4，10.0 および 12.0%のサンプルが陽性を示した。Tr. 

evansi，Theileria orientalis，Th. annulata については全て陰性

であった。サンプルの 24.2％が混合感染であった。陽性サンプルの

16S rRNA 遺伝子系統学的解析の結果，今回検出された Anaplasma spp.

病原体は A. marginale または A. phagocytophilum に近縁であること

が明らかとなった。また，B. bovis の RAP-1 遺伝子および B. bigemina 

AMA-1 遺 伝 子 の 解 析 に よ り ， そ れ ら が 既 知 の B.bovis お よ び

B.bigemina 遺 伝 子 配 列 と 同 一 で あ る こ と が 分 か っ た 。 さ ら に

Tr.theileri cathepsin-L like-蛋白遺伝子はアメリカおよびブラジ

ル株と 97.1-100%の相同性を示した（研究成果１）。 

次に，日本では家畜の法定伝染病として知られている Anaplasma 

marginale の感染状況，フィリピン６州の牛 658 頭の末梢血を用いて

調査した。熱ショック蛋白遺伝子（groEL）に基づくスクリーニング

ＰＣＲで検査したところ，130 頭(19.8%)が陽性を示した。陽性牛検

体について，さらにバリエーションの大きい Msp1a 遺伝子に基づく

ＰＣＲで精査したところ 93 頭(14.1%)が陽性となった。さらにその

遺 伝 子 解 析 を 行 っ た と こ ろ ， 20 の 新 し い 構 造 を 含 む 37 の 

tandem-repeat 構造が検出された。4 種の異なるゲノタイプの多重感

染も認められた。これらの結果から，フィリピンの牛に感染している

A. marginale は多様性に富むことが明らかとなった（研究成果２）。 

 

以上の結果は，フィリピンの牛における住血性病原体に関する初

めての分子生物学的調査であり，これらの病原体に対する防疫対策立

案のために有効な情報となることが期待される。  
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